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10
月
10
日(

土)

〜
12
日(

月
・
祝)

、第
９

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会「
ト
キ
め

き
新
潟
大
会
」が
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。大
隈
区
在
住
の
炭
谷
延
幸
さ
ん
が

福
岡
県
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
、み
ご
と

に
車
椅
子
１
０
０
ｍ
・
２
０
０
ｍ
の
２
競
技

で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

炭
谷
さ
ん
は
毎
日
勤
務
の
後
に
、主
に

博
多
の
森
競
技
場
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
つ

ま
れ
て
の
今
回
の
栄
冠
で
し
た
。本
当
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、仕
事
と
ス
ポ
ー
ツ
を
両

立
さ
せ
な
が
ら
、更
な
る
飛
躍
と
活
躍
を

さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。
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〜
12
日(

月
・
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９

回
全
国
障
害
者
ス
ポ

ツ
大
会「
ト
キ
め
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因 征四郎前教育長
　　　　　　地方教育行政功労者表彰を受賞
因 征四郎前教育長
　　　　　　地方教育行政功労者表彰を受賞
因 征四郎前教育長
　　　　　　地方教育行政功労者表彰を受賞

　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町広報
広聴係まで。

　11月３日（文化の日）に粕屋町役場で粕屋町自治功労者推奨式があり、進藤啓

一氏と松永孝志氏が自治功労者に推奨されました。

　進藤啓一氏は、粕屋町職員を昭和43年４月から平成16年３月までの36年及び

町議会議員として４年以上在職され、現在、粕屋町議会議長として務められてい

ます。

　また、松永孝志氏は、粕屋町職員を昭和49年４月か

ら平成17年３月までの31年及び粕屋町収入役として

４年間務められました。

　進藤氏・松永氏お二人とも町政の発展に貢献されて

あることで、条例に基づく自治功労者として議会の承

認を受け推奨されました。

　当日は、歴代自治功労者の皆さんの列席のもと、篠

﨑町長から推奨状が手渡されました。

　平成20年７月５日に教育委員（教育長）を退任された因征四郎氏が地方教育

行政において、その功労が特に顕著であったとして、文部科学大臣より地方教

育行政功労者表彰を受けられました。

　因氏は、平成12年７月に教育委員に就任され、平成13年６月から退任され

るまで教育長を務められました。

　その間、大川幼稚園の建て替え、粕屋東中学校の計画的な大規模改造工事な

ど施設整備の充実を図り、教育水準の向上と教育内容の充実では、特別支援教

育に学級サポート事業を取り入れ積極的に推進されました。そのほか、次世代

を担う青少年の健全育成を目指す「少年の船」・国際理解教育の一環としての

「青少年の翼」事業などに取り組まれました。

　また、糟屋地区教育長会会長や糟屋地区市町教育委員会連絡協議会副会長を

務められ糟屋地区の教育の向上にも努められました。

粕
屋
西
剣
友
会
の

子
ど
も
た
ち
が

粕
屋
西
剣
友
会
の

粕
屋
西
剣
友
会
の

粕
屋
西
剣
友
会
の

粕
屋
西
剣
友
会
の

子
ど
も
た
ち
が

自治功労者に推奨自治功労者に推奨自治功労者に推奨

　

９
月
23
日(

水
・
祝)

、
粕
屋
西
剣
友
会
の

小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
少
年
少
女

剣
士
９
人
と
そ
の
保
護
者
及
び
指
導
者
の
先

生
た
ち
と
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
緑
の
里

を
慰
問
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
子
ど
も
た
ち
を
代
表
し
て
納
富
友

堂
く
ん(

粕
屋
西
小
６
年)

が
敬
老
の
日
の
お

祝
い
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
日
ご
ろ
の
活
動

状
況
を
当
日
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
約
60
人

の
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
紹
介
を
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
素
振
り
・
剣
道
形
・
稽
古
と
紅

白
試
合
を
皆
さ
ん
の
前
で
披
露
す
る
と
、
入

所
者
の
皆
さ
ん
は
、
熱
心
に
見
学
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
に
大
き
な
拍
手
が
起

こ
る
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
う
ど
み
と
も

け
い
こ

た
か
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　かすやドームの北側に、駕与丁北部土地区画整理組合施行
の造成工事が完成し、10月26日(月)にすがすがしい秋空のも
と、竣功式典が行われました。区画整理事業の区域面積は
2.4ha、総事業費は3.8億円の事業です。
　土地区画整理事業とは土地の整形と、幅の広い道路などの
公共施設の整備を行い、宅地の利用増進をするまちづくりの
方法です。駕与丁北部では、平成12年に粕屋町から事業の提
案を受け、安松毅理事長を中心に地権者の方々が話し合いを
重ね、平成20年2月に粕屋町で初となる土地区画整理組合を設
立し、ゆとりのある緑豊かな住宅地の創造を目的とし、自然
環境と調和した住みよいまちづくりを行いました。
　式典では、区域内に建立された竣功記念碑の除幕が安松理事長、篠﨑町長、渡辺副町長らの手で行われまし
た。安松理事長は、あいさつの中でこれまでの経緯や苦労を話され、事業の成功は多くの方のご協力とご尽力
のおかげとお礼を申されました。また、篠﨑町長から安松理事長に感謝状が手渡され、「昨年4月の起工式か
らわずか1年半でこのような街並みが出来上がり驚いている。これも皆さまのご努力とご協力の賜物と感謝し
ています。今後はこの駕与丁北部土地区画整理事業を良き例として、まちづくり行政に活かしたい。」とあい
さつされました。
●問い合わせ　粕屋町都市整備課　☎(938)2311　内線466

　９月14日（月）、大川小学校の６年生（78名）が、農

家の皆さんの指導のもと約1,200㎡の休耕田（江辻区）に

まいたコスモスが11月上旬に満開になりました。

　コスモスを見に来た、大川小の６年生は、「きれいに咲

いた」「種まきしてきれいに咲いてよかった」と感想を話

していました。

　

前
主
任
児
童
委
員
の
井
上
和
弘
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
新
し

く
花
ヶ
浦
区
の
安
河
内
正
樹
さ
ん
が
、
10
月
１
日
付
で
厚
生

労
働
大
臣
及
び
福
岡
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
粕
屋
町
の
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項

を
専
門
的
に
担
当
す
る
だ
け
で
な
く
、
民
生
委
員
と
し
て
の

活
動
も
行
い
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
地
域
福
祉
に
関

す
る
相
談
や
支
援
活
動
を
行
っ
て
く
だ
さ
る
方
で
す
。

　

皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

駕与丁北部土地区画整理事業竣功式典開催駕与丁北部土地区画整理事業竣功式典開催駕与丁北部土地区画整理事業竣功式典開催

新 

主
任
児
童
委
員
に

　
　

安
河
内 

正
樹
さ
ん
（
花
ヶ
浦
区
）

新 

主
任
児
童
委
員
に

　
　

安
河
内 

正
樹
さ
ん
（
花
ヶ
浦
区
）

新 

主
任
児
童
委
員
に

　
　

安
河
内 

正
樹
さ
ん
（
花
ヶ
浦
区
）

・
・
・
・
・
・

「種まきしてきれいに咲いてよかった」と感想を話

ました。

い

土地区画整理事業対象地域
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　11月３日（火・祝）にサンレイクかすやさくらホールで、粕屋町体育協会

創立30周年記念式典が開催されました。

　当協会は、昭和54年８月に７部会で設立され、30年を経て多くの会員が

増え、現在では13部会（会員約1，500名）となっております。

　当日は、粕屋町の体育関係者・郡市体育協会関係者をはじめ、町行政・町

議会議員の方々も出席されました。式典では、永年粕屋町のスポーツの普及

振興に寄与された功績により安河内政光氏（剣道部）ほか10名の皆さんに長

紳太郎体協会長から感謝状が授与されました。

　当協会には、「社会体育の普及振興を図り、町民の体位向上とスポーツ精

神を養うとともに町民相互の融和と青少年の健全育成」というすばらしい目

標に向かって今後も活動されることを

期待しています。

　記念講演では、ふくおかスポーツ夢

大使の若菜嘉晴氏（元プロ野球選手）

が、「練習したことは、成功しても失

敗しても、努力したことがいつか実に

なることで『夢』につながる。」と話

をされました。

　10月３日(土)、粕屋中学校創立50周年記念式典が開催されました。

　当初は、粕中の体育館で保護者・区長など約1，000名の参加のもと

で、50周年という節目の一大イベントに向けて、中島実行委員長を中

心にたくさんの方が、この１年半準備をしていましたが、「新型イン

フルエンザ」流行のため規模を縮小し、テレビ放映による記念式典を

行いました。

　放映式典を全校生徒（546

人）が見る中、式典は、簡素

な内に滞りなく終了しました。

　参加した生徒たちからは、

「今日の創立50周年式典を楽

しみにしていたので、教室で見ることになるのがもの

すごく残念な気持ちです。だけど、テレビで見られた

から良かったです。」また、ある放送部員は、「全部

を放送室で、自分たちで進行をしながら見ると言う、

ほかの人たちとは違う目線で、この式典に参加できた

ことは良かったなと思います。一時は、式典の縮小開

催ということで、色々と戸惑ったりもしましたが、最

終的には今日はとてもすばらしい式典になったと思い

ます。この式典の進行として、かかわったこともすご

く誇りに思いました。また、50年後の創立100周年に

も何らかの形で参加できたらいいなと思っていま

す。」などの感想を話していました。

粕屋
町体
育協
会

創立
30周

年

記念
式典
開催

粕屋
町体
育協
会

創立
30周

年

記念
式典
開催

粕屋
町体
育協
会

創立
30周

年

記念
式典
開催

粕屋
町体
育協
会

創立
30周

年

記念
式典
開催

当協会には、

神を養うとともに

標に向かって今後

期待しています。

記念講演では、

大使の若菜嘉晴氏

が、「練習したこ

敗して敗しても、努力

なることで『夢』『夢』

をされました。

粕屋中学校創立50周年記念式典 全校生徒で祝う粕屋中学校創立50周年記念式典 全校生徒で祝う粕屋中学校創立50周年記念式典 全校生徒で祝う粕屋中学校創立50周年記念式典 全校生徒で祝う

テレビーに写る校長先生の話に
聞き入る生徒たち

あいさつされる中島実行委員長
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第９回
YOSAKOI
かすや祭り
10月10日(土)・11日(日)

開 催

第９回
YOSAKOI
かすや祭り
10月10日(土)・11日(日)

開 催

第９回
YOSAKOI
かすや祭り
10月10日(土)・11日(日)

開 催

第９回
YOSAKOI
かすや祭り
10月10日(土)・11日(日)

開 催

第９回
YOSAKOI
かすや祭り
10月10日(土)・11日(日)

開 催

　

町
内
23
チ
ー
ム
、
町
外
38
チ
ー

ム
総
勢
２,
５
０
０
名
の
踊
り
子
を

迎
え
、
第
９
回
Y
O
S
A
K
O
I

か
す
や
祭
り
は
無
事
盛
会
裏
に
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
踊

り
子
は
も
ち
ろ
ん
、
２
０
０
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、
多
数

の
協
賛
企
業
・
団
体
、
観
客
の
皆

さ
ま
の
熱
い
思
い
が
会
場
一
杯
に

み
な
ぎ
る
祭
り
で
し
た
。
皆
さ
ま

の
ご
協
力
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
Y
O
S
A
K
O
I
か

す
や
祭
り
も
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

来
年
も
、
皆
さ
ま
と
笑
顔
で
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。

第
９
回
Y
O
S
A
K
O
I
か
す

や
祭
り　

審
査
結
果

▽
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
大
賞
：
中
央
ふ
れ
ん
ず
隊

▽
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
大
賞
：
蕾
曄
心

▽
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
大
賞
：
新
煽
組

▽
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
秀
賞
：
あ
っ
ぱ
れ
青
組

▽
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
秀
賞
：
Ｐ
Ｌ
福
岡
第
一
Ｍ

Ｂ
Ａ

▽
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
優
秀
賞
：
九
州
女
子
高
等
学

校
ダ
ン
ス
部

▽
実
行
委
員
会
奨
励
賞
：
粕
屋
町
文
化
協
会

▽
実
行
委
員
会
奨
励
賞
：
Y
o
s
a
k
o
i

戸
原
た
い
！

▽
交
流
広
場
会
場
賞
：
桜
舞
連

▽
イ
オ
ン
モ
ー
ル
福
岡
ル
ク
ル
会
場
賞
：
チ
ー

ム
「
T
a
t
i
b
a
n
a
」

▽
う
み
こ
い
祭
り
会
場
賞
：
D
o
c
o
S
o
y

竹
松
ゆ
か
た
組

”か
す
や
de
踊
り
ま
S
h
o
w
“

審
査
結
果

　

10
月
23
日(

金)

、
中
部
消
防
署
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
屋

内
消
火
栓
・
消
火
器
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
秋
空
の
も
と
、
粕
屋
南
部
消
防
組
合
管

轄
内
の
官
庁
及
び
事
業
所
か
ら
、
消
火
器
の
部
22
チ

ー
ム
・
屋
内
消
火
栓
の
部
16
チ
ー
ム
が
参
加
し
た

し
、
消
火
の
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
消
火
器
の
部

　

優　

勝　

粕
屋
町
役
場
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

篠
栗
町
役
場
チ
ー
ム

　

３　

位　

協
立
エ
ア
テ
ッ
ク(

株)

チ
ー
ム

●
屋
内
消
火
栓
の
部

　

優　

勝　

協
立
エ
ア
テ
ッ
ク(

株)

チ
ー
ム

　

準
優
勝　

粕
屋
町
役
場
チ
ー
ム

　

３　

位　

(

医)

井
上
会
篠
栗
病
院
チ
ー
ム

第
19
回
屋
内
消
火
栓
・

　

消
火
器
操
法
大
会
開
催

第
19
回
屋
内
消
火
栓
・

　

消
火
器
操
法
大
会
開
催

第
19
回
屋
内
消
火
栓
・

　

消
火
器
操
法
大
会
開
催

　

か
す
や
祭
り
の
公
式
楽
曲
及
び
総
踊
り
曲

を
使
用
し
た
チ
ー
ム
を
審
査
の
対
象
と
し
て
、

今
年
新
た
に„
か
す
や
d
e
踊
り
ま
S
h
o
w

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は

以
下
の
チ
ー
ム
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
賞
名
：
チ
ー
ム
名
（
楽
曲
名
）

▽
元
気
賞
：
志
免
清
龍
隊
w
i
t
h
不
彌

　

(

み
あ
れ　

か
す
や
天
龍)

▽
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
賞
：
新
潟
I
Z
A
N
A
I

　

総
踊
り
連(

み
あ
れ　

か
す
や
天
龍)

▽
が
ん
ば
っ
た
で
賞
：
新
煽
組(

一
心
一
想)

▽
笑
顔
賞
：
仲
幼
ぐ
り
〜
ん
あ
っ
ぷ
る
ず

　

(

か
す
や
の
笑
顔)

▽
奨
励
賞
：
舞
翔
踊
龍
歴
代
メ
ン
バ
ー

　

(

か
す
や
豊
穣)

▽
奨
励
賞
：
粕
屋
東
中
中
学
連　

輝
龍
天
翔

　

(

か
す
や
の
大
地)

▽
奨
励
賞
：
舞
う
た
！
内
橋
T
S
U
B
M
I

組(

か
す
や
の
笑
顔)
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受付 １０：３０～
式典 １１：３０～
＊式典は、1／11（成人の日）
　ではありません。

受付 １０：３０～
式典 １１：３０～
＊式典は、1／11（成人の日）
　ではありません。

受付 １０：３０～
式典 １１：３０～
＊式典は、1／11（成人の日）
　ではありません。

　粕屋町では、平成22年１月10日（日）に、粕屋町立生涯学習センター（サンレイクかすや）で成人

式を執り行います。

　新成人に該当する方は、平成元年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた方です。

　成人式の案内状は住民登録（平成21年12月１日現在粕屋町内に住民登録をされている方）をもと

に、12月上旬ごろ郵送いたしますが、次の事項に該当される方も、成人式に参加できますので、希

望される方は社会教育課（TEL　938－1410）までご連絡ください。

　○以前、粕屋町に居住していて、現在は町外に住んでいる方。

　○学業・就職などにより、現在住民票を町外に移されている方。

　○何らかの事情により、案内状が届いていない方。

　ただし、案内状が届いていない方で、12月18日（金）までにご連絡いただけない場合は、成人式

当日配布予定のパンフレットへの名前の掲載ができませんのでご注意ください。

　今回三年間続けてきた部活動の最後の大会に、アナウンス部門で全国

大会に出場することができ、本当にうれしく思っています。

　放送部では、毎年夏の大会に向けて１月ごろから番組と個人原稿の

テーマ探しを始めます。今年も先生と何度も話し合いながら「音楽」と

いうテーマを決めました。それに基づき原稿作成。その後何度も原稿の

手直しを行い、自分の納得いく原稿を作り上げました。原稿作成後は、

番組制作と並行してアナウンス練習です。休日は一日練習を行い、何度も録音しては聞き直して再び

練習の繰り返しを行いました。

　練習の成果が実を結び、筑前地区大会で優勝することができました。

　今年は県大会で「番組部門」は、残念ながら全国大会へ行くことができませんでしたが、

私は、「アナウンス部門」で銅賞をいただき、県の全国大会の推薦を受けることができました。

　私が全国大会へ進めたのも部活の仲間、先生、家族の支えがあったからだと思います。こ

の場を借りて、私を支えてくださった方々へ感謝します。本当にありがとうございました。

成人式

は た ち

20歳20歳20歳 １１0
おめでとう

平成21年の粕屋町成人式記念写真

アナウンス部門で全国大会出場アナウンス部門で全国大会出場
粕屋中学校３年 池田紗耶子さん粕屋中学校３年 池田紗耶子さん
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●問い合わせ　年金ダイヤル…………………☎0570-05-1165
　　　　　　　東福岡社会保険事務所………☎651-7129
　　　　　　　粕屋町国保健康課年金係……☎938-2311　内線443・444

　現在、社会保険事務所の窓口にご提出いただいています口座振替申出書や保険料還付請求
書などにつきましては、11月２日から、下記のとおり一括して受付することとなっていま
す。窓口混雑暖和のため、郵送でのお届けにご協力願います。
　なお、これまでどおり社会保険事務所の窓口での受付も行っています。

社会保険事務所への
「国民年金」の届書など
郵送による受付場所について

社会保険事務所で受付を行っている届書など
（口座振替申出書、保険料還付請求書、事業
所を通さない第３号被保険者諸届）のご提出は
〒812－0011
　福岡市博多区博多駅前２ー10－19
　　　　　　　　　　　福岡ファッションビル２階
　福岡社会保険事務局事務センター管理１係へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※郵送のみの受付となります。

電話での問い合わせについては、

「ねんきん定期便」に関する問い合わせは

「ねんきん定期便専用ダイヤル」
0570-058-555（ナビダイヤル）
IP電話・PHSからは　03-6700-1144

一般的な年金相談に関する問い合わせは

「ねんきんダイヤル」 0570-05-1165（ナビダイヤル）
IP電話・PHSからは　03-6700-1165

郵送又は市町村役場や社会保険事務所にご提出いただいた、
届書などの事務処理状況の確認は

福岡社会保険事務局
　　　　　　管理３係

（TEL）411-3371
（FAX）451-1489

※通知書などがお手元に届いた後、その内容に対する問い合わせにつきましては、
　東福岡社会保険事務所にお尋ねください。
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「粕屋町財政状況の公表に関する条例」に基づき、粕屋町の平成21年度予算の執行状況を公表します。
　なお、ここに記した数値は、平成21年９月30日現在の執行状況です。

（１）平成21年度歳入歳出予算上半期（４月～９月）執行状況（繰越分を含む。）

（２）町有財産の状況

◎一般会計
歳　入  　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）

項　　　目

項　　　目

◎特別会計  　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　    　　　　（単位：千円、％）

国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
介 護 保 険
下 水 道
住宅新築資金等貸付事業
後 期 高 齢 者 医 療

予算現額
3,683,990
97,641

1,533,380
1,892,129

6,854
379,034

収入済額
1,697,222
26,795
754,782
739,566
5,313

156,250

収入割合
46.1
27.4
49.2
39.1
77.5
41.2

支出済額
1,592,181

2,474
587,074
640,657
2,723

111,119

執行割合
43.2
2.5
38.3
33.9
39.7
29.3

◎企業会計　水道事業　　 　　　　　　　　　　　　　 　 （単位：千円、％）

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

予算現額
835,760
835,760

200
461,391

収入（支出）済額
338,312
240,602

0
77,800

収入（支出）率
40.5
28.8
0.0
16.9

（３）町債（長期借入金）の状況　　 （単位：千円）

一 般 会 計
住宅新築資金等貸付事業会計
上 水 道 会 計
下 水 道 会 計

借入残高
11,559,304

22,680
2,150,586
11,792,738（４）一時借入金の状況　　 （単位：千円）

国 民 健 康 保 険 基 金 か ら 運 用

借入残高 借　入　先会　計　別
400,000

土 地

建 物

基 金

984,153㎡

107,824㎡

2,958,337千円

歳　出  　　　　　　　（単位：千円、％）

会 計 別

町 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
町 債
合 計

予算現額項　　　目 収入済額
5,529,666
107,001
20,000
8,000
10,000
330,000
55,000
78,523

1,216,600
11,000
230,209
252,109
1,530,877
665,092
12,022

2
567,100
503,268
112,303
658,699

11,897,471

2,848,476
32,827
7,983
2,403

0
240,842
13,326
78,523
770,612
6,364
98,661
118,526
818,213
172,088
7,188

3
0

503,268
28,902

0
5,748,205

収入割合
51.5
30.7
39.9
30.0
0.0
73.0
24.2
100.0
63.3
57.9
42.9
47.0
53.4
25.9
59.8
150.0
0.0

100.0
25.7
0.0
48.3

項　　目 執行割合
47.3
51.3
42.7
37.5
27.6
69.6
39.8
54.8
38.5
47.8
48.8
0.0
0.0

43.8

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費

合 計

予算現額 支出済額
121,406
2,058,722
2,982,405
1,634,952
97,305
59,586

1,284,472
395,116
1,569,721
33,411

1,625,962
18,460
15,953

11,897,471

57,368
1,055,908
1,273,931
613,436
26,830
41,495
511,286
216,470
604,341
15,985
793,982

0
0

5,211,032
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｢地方公共団体の財政の健全化に関する法律｣の施行に伴い、平成20年度決算に基づき算定しました
粕屋町の健全化判断比率は下表のとおりです。

　平成20年度は、すべての比率が早期健全化基準を下回りました。しかし、③実質公債費比率は福岡県内
平均12.7％より高く、粕屋町が負担する公債費（借金の元利償還金）の割合が大きいことを示しています。
　また④将来負担比率は、一般会計の公債費、土地開発公社の負債額及び下水道事業会計への繰出金の
影響などで県内66市町村のなかで５番目に高い数値となっています。

　また、その他の財政指標を昨年度と比較すると、

　財政力指数は、町税の増収により昨年度より高くなっています。しかし、財政の柔軟性を示す指標であり
ます経常収支比率が、昨年度比較は大きく変わりませんが２年前より３ポイント高く、町財政の硬直化が進
み道路や生活基盤整備などの投資的事業にまわす余力がなくなってきていることに変わりはありません。

健
全
化
判
断
比
率

① 実 質 赤 字 比 率

②連結実質赤字比率

③ 実 質 公 債 費 比 率

④ 将 来 負 担 比 率

指　　　　　標 粕屋町 早期健全化基準 財政再生基準

̶

̶

16.6％

148.8％

13.83％

18.83％

25.0％

350.0％

20.0％

40.0％

35.0％

※ ①実質赤字比率及び②連結実質赤字比率は、赤字額がないため「̶」で示す。

財 政 指 標
財 政 力 指 数
経常収支比率（％）
公債費比率（％）

平成20年度
0.826
92.0
17.9

平成19年度
0.808
92.1
17.9

○実質公債費比率
　　　　一般会計などの公債費、公営企業会計の公債費に一部事務組合（須恵町外二ケ町清掃施設組

合、粕屋南部消防組合、北筑昇華苑組合、福岡地区水道企業団）が支払う公債費のうち粕屋町が
負担した額を加えた額に対する財政負担の割合を示す比率。

○将来負担比率
　　　　一般会計など、公営企業会計の地方債現在高及び一部事務組合の地方債の元金償還額に充て

る町の負担額、債務負担行為に基づく支出予定額、退職手当支給予定額、土地開発公社の負債額
など将来における財政負担の割合を示す比率。

○早期健全化基準
　　　　財政の早期健全化を図るための基準として政令で定められた数値で、①から④の指標のいず

れかが基準以上である場合は、財政の悪化した要因を分析し自主的な改善努力による早期の財
政健全化計画を作成しなければならない。

○財政再生基準
　　　　指標①②③のいずれかが基準以上である場合は、財政が著しく悪化した要因を分析し、財政再

生計画を作成し総務大臣の同意を得なければならない。また、総務大臣は当該団体に対して予
算の変更や、財政再生計画の変更その他必要な措置を勧告することが出来る。

用語の解説

指 標 か ら み る 粕 屋 町 の 財 政 状 況
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No.68
平成21年度 子ども会リーダー研修会を終えて
　平成21年度の子ども会リーダー研修会も、新型インフルエンザの猛威の中10月12日(月・祝)の第
３回目で無事、小学校４・５年生に子ども会リーダー研修の修了証を、６年生に粕屋町ジュニアリー
ダー初級の認定証を授与することができました。今年も多くの小学生が元気に修了証・認定証の重み
を感じながらそれぞれの地域へ子ども会のリーダーとして巣立っていきました。
　毎年このときばかりは子どもたちは、少し緊張し、普段見られないキリッと引き締まった顔をして
いました。今後は研修会で経験したことを活かして地域子ども会のリーダーとして、「子ども会の自
立」に向け率先して活動してくれることを期待しています。
　受講生の中には、ジュニアリーダーズクラブ「ＷＡＫＡＢＡ」に入って活動したいという子が年々多
くなり、私たち役員もより一層気合いが入る瞬間です。また地域の育成会長をはじめとする指導者の
参加も多く心から感謝いたしております。
　これを期に《何かをしてみよう。自分のためでなく未来のために…誰かのために…》

【研修会の感想】
仲原小６年　三浦歌織
　「みんなのリーダーとしてリーダーらしくリードし
て、みんなが分かり易くお腹から声を出し、楽しくして
もらって、またいろんな人に子ども会リーダーとして役
立ってもらえるように、まず自分ががんばる。」

大川小５年　すがゆう太
　「自分から子ども会のリーダーをやる気持ちを持って
やりたい」
　「大人がやらなくて、代わりに子どもたちがやるよう
にする」

花ヶ浦区子ども会指導者　三浦智秋
　「１年間を通して研修会に参加し、とても貴重な経験と有意義な時が過ごせました。子ども会のあ
り方、子ども会役員の育成などとても役立ちました。ほかの地区との交流・意見交換などは特にため
になりました。ここで学んだことを持ち帰り、いろいろな行事に活かしてくれれば子どもたちの活動
も広がることと思います」

シニアリーダ　高校２年　長戸区　山嵜眞帆
　「ＷＡＫＡＢＡ」号は４月に新しいメンバ
ーを向かえ、ただいま徐々に前進していると
ころです。研修会を重ねるごとにジュニアリ
ーダーも小学生を上手くリードするようにな
ってきました。経験や知識も未熟ですが人と
のふれあいにより、一人一人成長させてもら
っています。小学生・中学生のみんなが楽し
い研修になるようサポートしていきたいと思
います。
　粕屋町の地域で活躍するリーダーさんは、今日も前進しています。

育てよう 
子どもの手による子ども会

回　数

第１回

第２回

第３回

６月21日(日)

10月12日(月・祝)

９月19日(土)
　　20日(日)

会　　　場
子ども会リーダー

54名

46名

36名

県立社会教育総合センター

国立夜須高原青少年自然の家

粕屋町福祉センター

WAKABA

20名

16名

14名

子ども会指導者

36名

12名

13名

合　 計

110名

74名

63名

い

い

月 日
参 加 者
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《
み
ん
な
で
創
ろ
う

  
ゆ
と
り 

い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い 

か
す
や
》

〜
公
民
館
運
動
〜

　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
及
び
各
区

自
治
公
民
館
は
、
町
民
が
お
互
い

に
知
り
合
い
、
助
け
合
い
、
学
び

合
う
こ
と
を
目
指
す
生
涯
学
習
の

拠
点
で
す
。
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

は
町
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
、
社
会
教
育
課
を
は
じ
め
と
し

て
行
政
各
課
に
よ
る
学
習
支
援
の

要
で
あ
り
、
自
治
公
民
館
は
町
民

の
身
近
な
学
習
活
動
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

（
１
）
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

情
報
社
会
に
必
須
の
学
習
能
力

で
あ
る
I
T
技
能
の
研
修
な
ど
を

開
催
す
る
一
方
で
、
近
隣
諸
機
関

並
び
に
町
内
外
の
団
体
に
よ
る
学

習
機
会
の
情
報
を
提
供
し
つ
つ
、

町
民
の
利
用
及
び
学
習
に
よ
る
効

果
な
ど
の
発
表
を
促
進
す
る
運
用

に
努
め
て
い
ま
す
。

（
２
）
自
治
公
民
館

　

各
区
の
特
徴
的
活
動
を
生
か
し

て
区
民
の
融
和
と
協
調
を
図
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
よ
る
子
ど
も
の
た
め

の
地
域
活
動
の
一
環
と
し
て
通
学

合
宿
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
全
体
へ
の
広
が
り
が
今
ひ
と
つ

で
す
。
地
域
の
大
人
に
よ
る
公
民

館
事
業
の
支
援
活
動
が
個
人
の
生

涯
学
習
に
つ
な
が
り
、
か
す
や
の

ふ
れ
あ
い
を
創
り
ま
す
。

〜
ど
う
ぞ
の
似
合
う
粕
屋
町
〜

　

公
民
館
活
動
に
参
加
し
て
、
知

り
合
い
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
安
心

な
ま
ち
は
知
り
合
う
人
が
集
う
ま

ち
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
協
働

す
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

　

P
T
A
、
育
成
会
、
青
少
年
指

導
員
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
目
的
を
共
有
す
る
人
た
ち
が
一

堂
に
会
し
て
情
報
を
交
換
す
る
機

会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
集
い
の
場
と
し
て
ゆ

う
ゆ
う
サ
ロ
ン
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
集
い
の
場
も
必
要

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
少
し
だ
け
皆

さ
ん
の
手
を
貸
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
地
域
は
い
き
い
き
し
ま
す
。

【
社
会
教
育
委
員
の
会
】

か
な
め

ひ
っ
す

　

教
育
委
員
会
は
、町
文
化
財
保
護
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、２
件
の

新
し
い
町
文
化
財
を
指
定
し
ま
し
た
。

戸
原
区
の
阿
弥
陀
三
尊
梵
字
板
碑

　

戸
原
区
伊
賀
薬
師
堂
境
内
に
あ
り
ま
す
。塔
の
全
長
１
８
６
㎝
・
幅

約
90
㎝
の
大
き
さ
で
、表
に
は
丸
囲
い
し
た
線
彫
り
の
な
か
に「
阿
弥

陀
如
来
」・「
勢
至
菩
薩
」・「
観
世
音
菩
薩
」の
三
尊
を
梵
字
で
表
現
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
、同
境
内
で
行
わ
れ
た
堂
宇
新
築
工
事
に
際
し
て
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、土
に
う
ず
も
れ
た
部
分
に
年
号
が
確
認
さ
れ
、鎌

倉
時
代
後
期
の
元
亨
３
年（
１
３
２
８
年
）に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。町
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
石
塔
類
で
最

も
古
い
も
の
で
す
。

柚
須
区
の
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ（
正
式
名
称
：
ヒ
メ
コ
マ
ツ
）

　

柚
須
区
の
天
満
宮
北
側
の
個
人
宅
に
あ
り
ま
す
。住
宅
や
塀
に
よ

っ
て
囲
ま
れ
て
い
た
た
め
に
、現
在
ま
で
そ
の
所
在
が
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。樹
齢
は
、約
３
０
０
年
〜
４
０
０
年
と
見
ら
れ
、鳥

の
翼
を
思
わ
せ
る
大
き
な
枝
張
り
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
は
、盆
栽
と
し
て
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、推

定
さ
れ
る
樹
齢
や
そ
の
類
ま
れ
な
人
工
的
樹
形
は
、ほ
か
で
は
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
も
貴
重
な
文
化
財
で
す
。永
く
残
せ
て
い
け
る
よ
う
に
皆

さ
ま
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、現
地
見
学
は
可
能
で
す
が
、個
人
の
敷
地
内
に
所
在
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。詳
し

い
お
問
い
合
わ
せ
は
歴
史
資
料
館
ま
で　

☎(

９
３
９)

２
９
８
４

新
し
い
町
指
定
文
化
財
の
紹
介

新
し
い
町
指
定
文
化
財
の
紹
介

新
し
い
町
指
定
文
化
財
の
紹
介

柚須区のゴヨウマツ（正式名称：ヒメコマツ） 戸原区の阿弥陀三尊梵字板碑（写真右側）

あ
み
だ
さ
ん
ぞ
ん
ぼ
ん
じ
い
た
び

ぼ
ん
じ

あみださんぞんぼんじいたび
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※電話番号を確認の上、お掛け
　ください。教室案内教室案内

お知らせお知らせ

★【初回のみの講習+トレーニング体験】
　受講後、修了証カードを発行します
　   平日　  土日祝
①11：00　11：00
②13：00　14：00
③15：00　17：00
④19：00
開始10分前までに体育館受付まで。体育館
シューズ・ウェアが必要（ご利用は高校生以上～）

★施設利用料 (2時間）
・体育館（当日2時間）及び
 トレーニング室
　300円　一般
　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　400円　一般
　300円　高校生
　200円　小・中学生・65歳～
　100円　幼児

トレーニング講習会 施設利用料

施設
利用料
＋200円

水泳帽が
必要

　　 体育館（アリーナ）
・施設利用料のみ
　○みんなでピンポン　 水・木・金曜　14:00～（90分）
・施設利用料＋200円
　○みんなでテニス　 　　　　火曜　14:00～（90分）
　○ソフトバレーボール教室　 水曜　11:30～（90分）
　○バレーボール教室　 　　　木曜　13:00～（90分）
※体育館では体育館シューズが必要です。

対象：大人
　　（高校生以上の方）

粕屋町総合体育館（かすやドーム）
　粕屋町駕与丁3-2-1　☎９３９－５１３０

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…）

 http://www.kasuyadome－sc.jp/h
　　　　　　　　　　 

軽体操室での教室受講には、トレーニング修了証が必要となります

　　■体育館　平日　　　　１０：００～２２：００
　　　　　　　土・日・祝日　９：００～２１：００
　　　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで）
　　■プール　平日　　　　１０：００～２１：３０
　　　　　　　土・日・祝日１０：００～１９：３０
　＊年末年始、毎週月曜日（祝日除く）は休館日です。（祝日の場合の教室は全てお休み）

営
業
時
間

http://www.kasuyadome－sc.jp/h

各クラスの曜日や時間など
教室詳細は館内チラシやWEBで

○…休館日　その他は全て開館
▲…祝日営業日（教室は休み）

日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

1
8
15
22
29

3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

　　 プールアリーナ 対象：大人
　　（高校生以上の方）

・施設利用料＋200円
　●水中ウォーキング　火曜 13:00～（30分）
　●はじめての水泳　   金曜 13:00～（30分）
・施設利用料＋500円
　●種目別スイムレッスン　火曜 13:00～、20:20～（40分）
　●アクアビクス　　　　　水曜 13:30～（40分）
※プールでは水着・水泳帽が必要です。

平成21年度 こどもスポーツ
100円スポーツ（100スポ）17：00～18：00
●スポーツの出会いの場  100円でいつからでも参加できます。

● 火曜・・・女子限定（全学年）
　　　　　バドミントン
● 金曜・・・1年生限定（1年生のみ）
　　　　　ドッジボール

● 水曜・・・全学年（男女）クラス
　　　　　バドミントン

12月は以下のメニューで行います。

◎ステージ1，2，3も通常どおり行っています。
　毎週火曜～金曜日　開催中
　種目はハンドボール・フットサル・バレーボール
　の３種目です
※詳しい内容は館内チラシ、ホームページなどでご確認ください。

※参加に必要なもの…体育館シューズ・飲み物など

※木曜日はお休みです

各教室の申込み開始日のお知らせ

※各教室の詳細は館内チラシ、ホームページなどでご確認ください。
※各教室とも定員に達ししだい締切ります。

受付場所：すべて体育館受付にて

携帯からもアクセス可

携帯からもアクセス可

体育館
　12月27日 (日)まで営業
　1月5日 (火)から営業開始
※12月28日 (月)～1月4日 (月)
　　　　　年末年始休館

プール
　12月20日 (日)まで営業
　1月5日 (火)から営業開始
※12月21日(月)～1月4日(月)
　定期点検及び年末年始休館

プール:12月20日(日)まで営業

　　　　1月5日(火)から営業開始
※12月21日(月)～1月4日(月)の間
　定期点検及び年末年始休館

◎年末年始営業のお知らせ

　体育館:12月27日(日)まで営業

　　　　　1月5日(火)から営業開始
　※12月28日(月)～1月4日(月)の間
　　年末年始休館

こどもヒップホップ 　【第５期　１月～】
☆ストリートスタイルダンス　（各土曜日）
　・ビギナークラス　　　・アッパークラス
　　料金：6,000円/7回　　料金：7,000円/7回
※申込み開始：12月12日(土)15:00 ～ 
              　　　（2クラスともに同時受付開始）

幼児教室　【第３期　１月～】
☆実施教室
　火曜日：体操教室・ミニサッカー教室
　金曜日：ハンドボール教室
　料金：各7,000円/10回
※申込み開始：12月８日(火)15:00 ～

テニス教室
☆大人はじめてクラス【1月分】
　・水曜クラス：3,000円/4回（1/6、13、20、27）
　　申込み開始：12月16日（水）12:00 ～
　・木曜クラス：3,000円/4回（1/7、14、21、28）
　　申込み開始：12月17日（木）12:00 ～



◎12月7日(月)は休館日です。■開館時間　　　9：00～22：00
■予約受付時間　9：00～21：00

■ホームページアドレス
　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/shisetsu/sun_top.html

このページに関する問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

※催し物は、変更・追加及び中止することがあり
　ます。あらかじめご了承ください。

※ 　　・・・・・さくらホール

・・・・・多目的ホール

12月の催し物
開催日 会場催 事 名

５
日
(土)

きらめきコンサート
開場 13：00　開演 14：00
●問い合わせ　粕屋町住民福祉課

☎938-2311

５
日
(土)

手作り教室

●問い合わせ　粕屋町婦人会
☎939-2039

開始 10：00

６
日
(日)

粕屋町
人権を尊重する町民のつどい

開会 13：30
●問い合わせ　粕屋町社会教育課

☎938-1410

５
日
(土)

クリスマス会

●問い合わせ　森の木子ども園
☎939-3151

開演 15：30

19
日
(土)

音楽発表会
開場 9：30　開演 10：00
●問い合わせ　わかば保育園

☎939-6111

13
日
(日)

深山喜公幸会 おさらい会
(瑳地若会・寿楽会)

開演 10：00

１月の催し物
開催日 会場催 事 名

10
日
(日)

17
日
(日)

23
日
(土)

成人式
開会　11：30

●問い合わせ　粕屋町社会教育課
☎938-1410

第22回 フリューゲル
ピアノコンチェルトフェスティバル

「夢コン」

●問い合わせ
　日本アーティストビューロー

☎06-6976-6681

開場 10：30　開演 11：00

粕屋町小中六校合同講演会
受付 9：30　開演 10：00
主催　粕屋町PTA連絡協議会

13

12月26日(土) 14：00～
ピアノと語りのコンサート

フロアコンサートは、２階ラウンジにて開催する
鑑賞無料のコンサートです。お気軽にお越しください。

●問い合わせ　☎090-9567-0125　本部

入場
無料

12月 13日(日)　さくらホール

深山喜公幸会 おさらい会
(瑳地若会・寿楽会)

開演 10：00

パソコン講座　受講生募集
～エクセル(Microsoft Excel) 初心者～

後援：粕屋町教育委員会

日　程　平成22年1月6日～3月24日(毎週水曜日・全12回)
時　間　19:00～21:00

定　員　15名程度
対象者　 エクセル初心者  
　　　　　　　※ある程度キーボード入力のできる方

場　所　マルチメディアルーム 
　　　　　　　※パソコンはこちらでご用意いたします

受講料　  ¥13,500(3か月分[全12回])　
　　　　　　　※別途テキスト代(¥2,500前後)
12月5日(土)よりサンレイクかすや窓口にて受付開始。
定員になりしだい、締切りとさせていただきます。

サークル
　紹介

日　時　毎週金曜日
　　　　12：00～13：00
場　所　リハーサル室
費　用　￥500

お子さま連れ、初心者の方歓迎。

一緒に汗をかいてリフレッシュしませんか。

動きやすい服装・シューズをご用意ください。

●問い合わせ　☎090-7291-1131（マキ）

ダンス&リフレッシュ　ママダンス

開
催
中
止
の

お
知
ら
せ

12月12日(土)に予定しておりました
｢X'masシルエット劇場｣は、
新型インフルエンザ感染対策のため、中止いたします。
ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いいたします。
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10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金曜日のみ）　

開館
時間

粕屋町立図書館　☎939－4646
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/mobile.html

問 い合わせ
HPアドレス
携帯版ＨＰアドレス

◆今月のおはなし会◆
場所　1階おはなしのへや

年末年始は、12月 28日 ( 月 ) ～１月４日 (月 ) まで休館します。
図書館を利用される際は、カレンダーをご確認のうえ、ご来館ください。
休館中の本の返却は、ブックポストをご利用ください。ビデオ・CD・DVDなどのAV資料は、破
損の原因となりますので、開館の際カウンターにてご返却いただきますようお願いいたします。

休 館

休 館

休 館

年末休館年末休館年末休館

日 月 火 水 木 金 土

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

12 が つ

館内整理日

振替休館

年末休館

は、休館日です。

あかちゃん向け(第１･３金曜日)
　　　12月４日･18日　　　午前11時～
ちいさい子向け(第２･４金曜日)
　　　12月11日･25日　　午前11時～
おおきい子向け(毎週土曜日)
　　　12月５日･12日･19日･26日　午前11時～
小学生向け（第１･３日曜日）
　　　12月６日・20日　午後３時～

☆12月11日(金)　11:00～11:50
　　ちいさい子向けクリスマスおはなし会
　　　出演：メルヘンフレンズ
☆12月19日(土)　11:00～11:50
　　みんなのクリスマスおはなし会スペシャル
　　　出演：いちご一会
☆12月20日(日)　クリスマス工作教室　
　　　▽ちいさい子向け　10:30～正午　
　　　　　（はさみの使えない子は保護者同伴）
　　　▽小学生向け　　　14:00～16:00
　　　　　（子どもだけでの参加）
　　＊要申込み・各回定員２５名
　　　カウンター受付…12月５日(土)から
　　　電話受付…………12月８日(火)から
　　　　　　　　　　　　詳しくは図書館まで

●日時　12月12日（土）  午後2時～午後3時40分
　　　　　　　　　　　　（1時間40分）
●場所　粕屋フォーラム２階視聴覚室
※申込み不要、鑑賞は無料です。お気軽に参加ください。

「わが町」
　フィリピンで土性ッ骨を鍛えあげた
男が、人力車の梶棒を握り、娘と孫

娘を意地と正義で育てあげる男一代記。織田作
之助の原作を川島雄三が監督。出演者は辰巳柳
太郎、南田洋子、高友子、大坂志郎、三橋達也
ほか。

　今月は掃除・収納の本をご紹介します。掃除と収
納には“しなくてはならない”基本があるそうです。
コツをつかんで楽しくお掃除、効率的な収納を。

1956年 日活 モノクロ
どしょ ぽね

『インテリア以前の収納・掃除の常識』
　早くて楽チンな片付け＆収納術を
紹介。ものが散乱しない･増えないル
ールや、もの別整理収納法、デッドス
ペース活用の裏ワザなど、目からウロ
コの具体策が満載。

『松居一代の開運おそうじ本』
　掃除マニア・松居一代流「開運掃除
術」を一挙大公開。そのパワフルさに
読むだけで掃除をしたくなります。自
分を鼓舞させる時に必読の一冊。

『「捨てる！」技術』
　“とりあえずとっておく”は禁句。「捨
てる」ことから本当に豊かな生活を手
に入れる。捨てられない理由から、捨
てるための考え方10か条、更にテク
ニック10か条を具体的に解説。「捨て
るという発想」にハマります。続刊『も
う一度「捨てる！」技術』。

『捨てる！片づける！幸せ風水ルール』
　「風水×おそうじ」で幸せを呼び込
む部屋作り。おそうじ風水による、掃
除と片づけのポイントを紹介。古く不
要なものを捨てて、新しいよい運気を
たっぷり取り込みましょう。




